口腔清掃自立度・口腔清掃介助状態調査票
記入に当たっての留意事項
1. 口腔清掃評価に必要な口腔の状況

歯の本数

　上顎、下顎それぞれの歯の本数と合計本数を記入する。残根状態のもの（歯の根っこだけになっているもの）も本数に数える。

義歯の装着状況

　上顎、下顎それぞれ義歯を装着しているかどうか□にチェックを入れる。

口腔清掃にかかる時間

　口腔清掃の準備から終了までの概ねの時間を記入する。

頬のふくらまし

　ほっぺたをふくらます動作ができるかどうか□にチェックを入れる。唇の閉鎖が完全にできなくて唇から空気がもれるような状態であれば「不十分」にチェックを入れる。ブクブクうがいができるかどうかの参考になる。

誤嚥

　誤嚥があるかないか、またはその評価がされているかどうか□にチェックを入れる。誤嚥の疑いがあり評価されていなければ、早期に評価が必要である。

2. 口腔清掃介助のための自立度７段階の評価

　歯磨き、義歯の着脱・清掃、うがいの３つの清掃行為をFIMを応用した７段階で評価する。なお、歯磨きには舌苔の清掃も含まれる。該当する採点欄の□にチェックを入れる。また、５点〜２点では、介助の必要な項目の□にチェックを入れ、きれいになっていないところを記入する。

例）きれいになっていないところ：右上の頬側（頬の内側）

　義歯装着者であれば３つの清掃行為はそれぞれ33.3％と考える。義歯を入れていない方では歯磨き（舌苔の清掃を含む）とうがいの２つの清掃行為はそれぞれ50％と考える。

　口腔清掃についてはしていてもきれいになっていない状況がよく見受けられる。きれいになっているかどうかをよくみる必要がある。

3. 口腔清掃の監視・準備・介助の具体的状況

　「口腔清掃介助のための自立度７段階の評価」の「介助の必要な項目」についての具体的状況を記載する。うがいが全くできない場合には、うがいの代わりに行う清拭の方法を記載する。

例）

	　
	監視・指示・促しの内容、介助の具体的方法
	準備する物品

	歯磨き
	洗面所に移動し、自分で清掃しているが、右上の頬側にいつも磨き残しがあり、介助磨きが必要。舌苔を舌ブラシを使って優しく除去するよう促しが必要。
	　歯ブラシ、舌ブラシ

	義歯の　　着脱・清掃
	上顎の義歯は着脱可能であるが、下顎の義歯の着脱は自分ではできない。上下の義歯の裏側がきれいになっていないので介助が必要。
	　義歯用ブラシ

　就寝前の義歯洗浄液

	うがい
	唇の閉鎖が不十分なので、含んだ水がこぼれる。口元にガーグルベースンをくっつける介助をすればうがいは可能である。うがいには洗口剤を使用している。
	　ガ−グルベースン

　洗口剤


4. 口腔清掃自立度の経過

　新たに評価が行われた場合は、日付、評価場所、点数、コメントを記入する。コメント欄に書ききれない場合は「記録」欄に記載してもよい。

